
県内で豚流行性下痢（ＰＥＤ）を疑う事例 

２例目の確認 

飛騨家畜保健衛生所 
ＴＥＬ（０５７７）３３－１１１１  ＦＡＸ３２－９０１９ 

Ｅ－ｍａｉｌ：ｃ２４５０８＠ｐｒｅｆ．ｇｉｆｕ．ｌｇ．ｊｐ 

http://www.pref.gifu.lg.jp/sangyo-koyo/nogyo/kachikueisei/hidakaho/ 
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平成26年4月１８日 

・農場所在  ：岐阜県山県市 

・飼養頭数  ：約7,300頭 

・症状等 ：下痢（ほ乳豚 約200頭、母豚 20頭）、死亡豚はなし（17日16時時点） 

・経緯 ：4月17日から下痢等発症。中央家畜保健衛生所に通報。 

  同日、中央家畜保健衛生所の遺伝子検査で「陽性」 判定 

・防疫措置 ：発生農場に対し、「豚の移動自粛」を要請と「豚舎の消毒の徹底」 
        を指示 

農場の入口 ・・・ウイルスが農場入口まできているかも 

防疫対策の基本は「飼養衛生管理の徹底」です。 

感染防止対策（農場での消毒方法の再確認等）の徹底をお願いします。 

・消毒前の水洗で、長靴（靴底）の汚れを落としていますか？ 

・消毒液は汚れていませんか？ 

・消毒液の濃度は十分ですか？ 

・手指の洗浄・消毒はしていますか？ 

・手を拭くときのタオルを使い回ししていませんか？ 

水洗槽 消毒槽 

車両 ・・・ウイルスが車両に付いてきているかも 

・トラックの荷台は消毒前に洗浄していますか？ 

・運転席マット等、土が付着する場所は洗浄・消毒していますか？ 

・外で消毒しても、農場に入る際はもう一度消毒していますか？ 

・乗車前、降車後に手指の洗浄・消毒をしましたか？ 

豚舎・分娩舎 ・・・ウイルスが農場に入っているかも 

・専用の衣服・長靴を着用していますか？ 

・分娩舎には専任の管理者を置いていますか？ 

 他の豚舎と管理者を変えましょう。専任が難しいときは分娩舎の作業から 

 始めましょう。 
いつもの作業の
再チェック！ 
お願いします。 


